
高砂西港再整備技術専門委員会での検討状況について

資料３
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第１回高砂西港再整備技術専門委員会

開催日時：平成 21 年 6 月 19 日(金) 15:00～17:00

場 所：東播磨県民局５階会議室

出席委員：５名

藤田 正憲 高知工業高等専門学校長（環境工学・リスク管理）【委員長】

北村 泰寿 神戸大学名誉教授（環境振動工学）

出口 一郎 大阪大学大学院工学研究科教授（海岸工学）

常田 賢一 大阪大学大学院工学研究科教授（地盤工学）

道奥 康治 神戸大学工学部教授（水工水理学、環境水理学）

（欠席）川井 浩史 神戸大学自然科学系先端融合研究環内海域環境教育研究センター長・教授（海洋生物）

傍 聴 者：１９名

会議次第

１ 開 会

２ 委員長の選任など

（藤田委員を委員長に選任、傍聴要領等を確認）

３ 協議事項

３－１ 高砂西港再整備技術専門委員会について

３－２ 盛立地対策について

３－３ 港湾整備について

３－４ 周辺環境の現況調査について

３－５ その他

４ 閉 会

第１回委員会の状況
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協議内容（抜粋）

１ 高砂西港再整備技術専門委員会について

１）技術専門委員会の設置趣旨

高砂西港再整備推進協議会報告書（「未来に向けた高砂西港みなとづくり」平成 21年 4月）にとりまとめ
られた盛立地対策や港湾整備など、高砂西港再整備を計画的に推進し、将来にわたる住民の安全・安心の確

保と高砂西港再整備に伴う周辺環境への影響低減を実現するため、対策内容に応じた各分野の専門家で構成

する「高砂西港再整備技術専門委員会」を設置する。

２）経 緯

平成１７年７月 高砂みなとまちづくり構想の策定（高砂みなとまちづくり構想策定懇話会）

【高砂西港の再整備が構想の先導プロジェクトの一つに位置づけられる】

策定後は、高砂みなとまちづくり構想推進協議会(平成 17年 10月設置)が、高砂みなと
まちづくり行動計画(平成 19年策定)を策定し、関係者役割分担のもと構想を推進してい
る。 

平成１９年９月「高砂西港盛立地のＰＣＢ汚染土に係る報告書」（高砂西港盛立地の PCB 汚染土に係る技術

専門委員会）

高砂みなとまちづくり構想を契機に、盛立地の安全性に対する議論が高まってきたため、

高砂市の要請により兵庫県が専門委員会を設置(平成 18年 6月)し、盛立地の安全性につ
いての検証を行った。

平成２１年４月「未来に向けた高砂西港みなとづくり」高砂西港再整備推進協議会報告書（高砂西港再整

備推進協議会）

高砂西港及びその周辺が抱える課題について、一体的に検討を行い、住民の安全・安心

と地域の活性化を図ることを目的に、専門家、市民、企業、行政で構成する高砂西港再

整備推進協議会(事務局：兵庫県東播磨県民局)を設置(平成 20年 3月)して、高砂西港周
辺の将来像についての検討を行った。

３）技術専門委員会の役割

（基本方針）将来にわたる住民の安全・安心の確保と高砂西港再整備に伴う周辺環境への影響低減を実現

（主な役割）①【盛立地対策の技術検討・指導】高砂西港盛立地の安全性を将来にわたり確実にできる現

地封じ込め対策の技術検討・指導

②【環境影響低減策の技術検討・指導】高砂西港再整備(盛立地対策、港湾整備等)の実施に
伴う、環境影響及び負荷低減策の技術検討・指導

③【環境監視方法等の技術検討・指導】高砂西港再整備(盛立地対策、港湾整備等)の工事中、
工事後の環境監視方法及び監視体制の技術検討・指導

将来にわたる住民の安全安心の確保と
再整備に伴う周辺環境への影響低減を
実現

（参考）大木曽水路の改修
高砂市により今年度、調査
を実施予定

親水空間
盛立地対策、港湾整備の
安全・安心な実施の方向
性が得られた段階で、別
に委員会を設けて検討

港湾整備
施設を有効に活用するため
泊地浚渫（公共埠頭）
泊地埋立（専用埠頭）
を実施

盛立地対策
安全性を確実にするため
Ｃ案(現地封じ込め)を基
本とした安全対策(遮水
性地下土留壁等)を実施

高砂西港再整備技術専門委員会 アクセス計画
アクセス計画については
適時検討
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４）技術専門委員会の位置づけ

高砂西港再整備技術専門委員会は「高砂西港再整備推進協議会」のもとに、今後、設置する「高砂西港み

なと公園(仮称)等検討委員会」と連携を図りながら、協議・検討を進めていくとともに、適宜、高砂西港再
整備推進協議会に検討結果を報告する。

なお、高砂市が検討する大木曽水路の改修計画の動向についても配慮しながら進めていく。

盛立地対策

事業主体
㈱カネカ、三菱製紙㈱
設計監理・施工監理

兵庫県

工法検討

指 導

高砂西港再整備

技術専門委員会

【役割】
①盛立地対策にかかる
技術検討・指導
②環境影響及び負荷低
減策の技術検討・指
導
③環境監視方法等の技
術検討・指導

６名の学識者で構成

高砂西港再整備推進協議会

高砂西港みなと公園(仮称)

等検討委員会

（今後、設置予定）

【役割】
親水空間の整備内容及び
盛立地の活用方法等につ
いての検討・調整

市民・企業・専門家等で
構成予定

高
砂
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
構
想
推
進
協
議
会

（
事
務
局

高
砂
市
）

連 携

港湾整備

公共埠頭：兵庫県
専用埠頭：三菱重工業㈱

連携

指 導

兵庫県・高砂市による

環境監視

指 導

連携

５）技術専門委員会の検討スケジュール（イメージ）

専門委員会

環境調査

盛立地対策

港湾整備

平
成
２
０
年
代
中
期
の
実
現
を
目
標

盛立地対策の実施

港湾整備の実施

周辺環境調査の実施

現地調査及び設計

環境監視（工事中、工事後）

【整備前】
第１ステップ

専門委員会の
設置
環境調査項目
の設定

【整備前】
第２ステップ

現況の環境把握

設計条件の整理

【整備前】
第３ステップ

盛立地対策
等工法案の
検討

【整備前】
第４ステップ

整備に伴う環
境影響の評
価と影響低減
策の検討

【整備中】
第５ステップ

整備中の環境監視項目
の設定と監視結果の評
価・検証

【整備後】
第６ステップ

整備後の環境
監視項目の設
定と監視結果
の評価・検証

盛立地対策等
工法の提案

整備着手 整備完了

平成２１年 平成２２年～ 平成２０年代中期

現地調査及び設計

港湾計画変更・埋立免許許可など法令手続き

盛立地対策、
港湾整備等
の施工計画
決定

大木曽水路の改修（高砂市）
今年度から高砂市により現況調査を実施予定
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２ 周辺環境の現況調査について

高砂西港再整備（盛立地対策・港湾整備等）を進めていくにあたり、整備事業による周辺環境への影響

の有無を把握するために必要な現況調査（現地調査及び既存調査結果の整理）を実施し、事業実施前の周

辺環境の状況を把握する。

１）現況調査項目の選定

現況調査項目を選定するにあたっては、整備事業の実施区域及び工事車両等想定運行経路の設定をお

こなったうえで、盛立地対策、港湾整備ごとの工事区分から想定される土地改変や浚渫、工事用重機の

稼働や車両などの環境影響要因を整理した。

これらの環境影響要因から環境影響要素ごとに、必要な現況調査項目を選定した。

■ 環境影響要因

■ 事業実施区域及び車両等想定運行経路

工 事 区 分 環境影響要因

盛立地対策に伴う改変工事等陸上工事

土木・建設工事用重機の稼働盛立地対策

擁壁補強工事

地下土留壁設置工事

盛立地上部被覆工事 工事に伴う車両等の運行

浚渫等海上工事

作業船舶の稼働
浚渫工事

（公共埠頭）
工事に伴う船舶等の運行

岸壁築造工事等海上工事

土木・建設工事用重機、作業船舶の稼働

港湾整備
埋立工事

（三菱重工業㈱

専用埠頭） 工事に伴う車両、船舶等の運行

車両等想定運行経路
（盛立地対策）（埋立工事）

車両等想定運行経路
（埋立工事）
※三菱重工業㈱高砂製作所の
構内を通行

船舶等想定運行経路
（浚渫工事）（埋立工事）

事業実施区域
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■ 現況調査項目

環境影響要素 現況調査項目 選定の理由

硫黄酸化物
土木・建設工事用重機、作業船舶の稼働に伴う硫黄酸化物の排出に
よる周辺環境への影響

窒素酸化物

浮遊粒子状物質

土木・建設工事用重機、作業船舶の稼働、工事関係車両等の運行に
伴う窒素酸化物等の排出による周辺環境への影響

降下ばいじん 土木工事、土地改変に伴う粉じん等の発生による周辺環境への影響

大気

ＰＣＢ 盛立地対策の実施に伴う周辺環境への影響

一般環境騒音
騒音

道路交通騒音

土木・建設工事、土木・建設工事用重機の稼働及び工事関係車両等
の運行に伴う騒音の発生による周辺環境への影響

一般環境振動
振動

道路交通振動

土木・建設工事、土木・建設工事用重機の稼働及び工事関係車両等
の運行に伴う振動の発生による周辺環境への影響

水象 潮流 埋立による潮流への影響

海域
一般項目*1、生活環境項目*2 健康項目
等*3

海上工事の実施に伴う水質への影響水
質
地下水、雨水 ＰＣＢ 盛立地対策の実施に伴う水質への影響

海底土砂 ＰＣＢ底
質 浚渫土砂 浚渫土砂判定基準対象物質*4

海上工事の実施に伴う底質への影響

水生生物
藻場生物、魚卵、稚仔魚、動植物プラ
ンクトン、底生生物、潮間帯生物 海上工事の実施に伴う水生生物への影響

＊１ 一般項目：水温、透明度、色相、濁度、クロロフィル aの５項目

＊２ 生活環境項目：環境基本法に基づき、「生活環境の保全に関する環境基準」に定められた生活環境項目のうち

ｐＨ、ＤＯ、ＣＯＤ、ＳＳ、全窒素、全隣の６項目

＊３ 健康項目等：環境基本法に基づき、「人の健康の保護に関する環境基準」に定められた健康項目のうち以下の

２４項目及びﾀﾞｲｵｷｼﾝ類

ｶﾄﾞﾐｳﾑ、全ｼｱﾝ、鉛、六価ｸﾛﾑ、砒素、総水銀、ｱﾙｷﾙ水銀、PCB、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化炭素、
1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼｽｰ 1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、
ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾁｳﾗﾑ、ｼﾏｼﾞﾝ、ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｾﾚﾝ、硝酸性窒素及び亜硝酸
性窒素

＊４ 浚渫土砂判定基準対象物質：海洋汚染及び海上災害の防止に関する法律に基づき定められた以下の３３項目

銅、亜鉛、フッ化物、ﾍﾞﾘﾘｳﾑ、ｸﾛﾑ、ﾆｯｹﾙ、ﾊﾞﾅｼﾞｳﾑ、ｱﾙｷﾙ水銀、水銀、ｶﾄﾞﾐｳﾑ、

鉛、有機ﾘﾝ、六価ｸﾛﾑ、ヒ素、ｼｱﾝ、PCB、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、有機塩素化
合物、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化炭素、1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼｽｰ 1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚ
ﾝ、1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾁｳﾗﾑ、ｼﾏｼﾞﾝ、ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ、
ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｾﾚﾝ、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類
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２）現地調査項目及び調査実施時期

現況調査項目のうち、既存調査結果の有無、周辺環境への影響等を考慮して現地調査の必要な項目を

下表のとおり整理した。

現地調査項目のうち、季節変動のある水質（一般項目、生活環境項目）、生物種によって生息時期が

異なる水生生物については、年間の状況を把握するため四季調査を実施する必要がある。

調査時期

現地調査項目
夏 秋 冬 春 備考

大気（硫黄酸化物、窒素酸化物、浮遊

粒子状物質、降下ばいじん、ＰＣＢ）

年間の変動を
把握するため
秋春に実施

騒音（一般環境騒音、道路交通騒音）
気象的に安定
している秋に
実施

振動(一般環境振動、道路交通振動）
騒音測定に合
わせ秋に実施

交通量

年間のうち交
通量の変動の
少ない秋に実
施

水象（潮流）

潮位差の大き
い秋及び潮位
差の少ない夏
に実施

海域（一般項目、生活環境項目）
季節変動があ
るため四季実
施

水

質

海域（健康項目）
季節変動が少
ない項目のた
め秋に実施

底質（浚渫土砂判定基準対象物質）
季節変動が少
ない項目のた
め秋に実施

水生生物

生物によって
生息時期が異
なるため四季
を通じて適時
実施
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第２回高砂西港再整備技術専門委員会

開催日時：平成 21 年 9 月 28 日(月) 15:00～16:30

場 所：東播磨県民局５階会議室

出席委員：５名

藤田 正憲 高知工業高等専門学校長（環境工学・リスク管理）【委員長】

出口 一郎 大阪大学大学院工学研究科教授（海岸工学）

常田 賢一 大阪大学大学院工学研究科教授（地盤工学）

道奥 康治 神戸大学工学部教授（水工水理学、環境水理学）

川井 浩史 神戸大学自然科学系先端融合研究環内海域環境教育研究センター長・教授（海洋生物）

（欠席）北村 泰寿 神戸大学名誉教授（環境振動工学）

傍 聴 者：６名

会議次第

１ 開 会

２ 報告事項

高砂西港の底質調査結果等について

３ 協議事項

３－１ 周辺環境の現況調査について

３－２ 盛立地対策の現地調査について

３－３ その他

４ 閉 会

第２回委員会の状況



- 8 -

協議内容（抜粋）

１ 周辺環境の現況調査について

１）水生生物の現地調査箇所について

■現地事前調査

１ 実施日時 平成２１年７月１日（水）１２時５０分～１４時５０分

２ 実 施 者 川井委員（神戸大学自然科学系先端融合研究環内海域環境教育センター長・教授）

３ 事前調査の概要

(1) シュノーケリングによる港内４箇所での現状確認

△1 公共埠頭南東角からカネカ西側護岸周辺域
△2 大木曾水路流末から公共埠頭西側岸壁周辺全域
△3 公共埠頭南側岸壁周辺全域
△4 三菱重工東側護岸中央部周辺域

(2) 船上からの港内現況確認
(3) 三菱重工敷地内護岸からの埋立予定海域の現況確認、波寄せにより砂が堆積している場所（□1 ）の
現況確認

【事前調査実施箇所】 【事前調査実施状況】

△1 ～△4 シュノーケリングによる調査箇所

陸上からの視察箇所

警戒船による視察箇所

地点△1 現地事前調査実施状況

地点□1 砂が堆積している場所

警戒船による視察

△2

△1

△3

△4

□1
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４ 川井委員による現地事前調査結果

【全体的な印象】

・水深４ｍ以上の海底は泥質で海藻類はほとんど分布していない。

・濁りもあり泥の中までは見ていないので、底質生物の生息状況は確認できなかった。

・水深 1.5m以浅のところでは多くの海藻類が確認でき、水深３ｍ位までは海藻類が分布していた。
・藻場（地点△1 △3 周辺）ではチヌなどの大型の魚や稚魚が確認でき、湾奥部でも魚が多かった。
・水深が 3～4ｍのところでは、底質の区分(泥、砂、礫)により海藻類の分布状況が変わっていた。 
【△1 付近の状況】
・公共埠頭南東角からｶﾈｶ西側護岸周辺の砂～砂泥質の場所ではアマモの群落もあり生物多様性が高い感

じがした。

・カネカ西側護岸の石積護岸の割石のあたりでムカデノリ、ワカメ、ホンダワラの仲間、アオサ等が確

認できた。

【△2 付近の状況】
・大木曽水路流末の埋立予定地の北東角から南は水深が非常に浅く、底質はヘドロ状であった。

【△3 付近の状況】
・公共埠頭南側岸壁周辺の浅場に海藻類がまとまって分布する場所があった。

【△4 付近の状況】
・三菱重工東側護岸周辺は当日波当たりが強く、潜水した付近ではアマモが生育する雰囲気ではなかっ

た。 

■ 水生生物調査実施地点及び調査実施時期

水生生物調査を下図の地点で行う。 

また、水生生物調査は夏・秋・冬の３季とし、７月（実施済）、１０月、２月に実施する。

藻場生物及び潮間帯生物調査場所（面的調査２ヶ所） 
（※潮間帯生物調査場所の下方が藻場となるため、藻場と潮間帯生物の調査場所は同じである）

魚卵、稚仔魚調査場所

動植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ及び底生生物調査場所
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２）現況調査の進捗状況について

現地調査の進捗状況は、下表のとおり。夏季調査が実施済みとなっている。

県、高砂市、企業による継続調査の実施状況は、下表のとおり。夏季調査が実施済みとなっている。

調査時期

現地調査項目
夏 秋 冬 春 備考

大気（硫黄酸化物、窒素酸化物、浮遊

粒子状物質、降下ばいじん、ＰＣＢ）

年間の変動を把

握するため秋春

に実施

騒音（環境騒音、道路交通騒音）
気象的に安定し

ている秋に実施

振動(環境振動、道路交通振動）
騒音測定に合わ

せ秋に実施

交通量

年間のうち交通

量の変動の少な

い秋に実施

水象（潮流）

７月 31 日～

８月 17 日

実施

潮位差の大きい

秋及び潮位差の

少ない夏に実施

海域（一般項目、生活環境項目）
７月 16 日

実施

季節変動がある

ため四季実施
水

質
海域（健康項目）

季節変動が少な

い項目のため秋

に実施

底質（浚渫土砂判定基準対象物質）

季節変動が少な

い項目のため秋

に実施

水生生物
７月 24 日、

30 日実施

生物によって生

息時期が異なる

ため適時実施

調査時期

調査項目
夏 秋 冬 春 備考

大気(PCB) ７月 16,23 日実施
高砂市、企業によ

る継続調査

海域（一般項目等）

６月８日

７月７日

８月 18 日実施

県による継続調査

海水（ＰＣＢ）
７月９日実施 高砂市による継続

調査

雨水（ＰＣＢ） ７月 13,21 日実施
高砂市、企業によ

る継続調査

水

質

地下水（ＰＣＢ）
７月 13,23,28 日実

施

高砂市、企業によ

る継続調査

底質（ＰＣＢ）
5月 19 日実施 高砂市による継続

調査
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２ 盛立地対策の現地調査について

１）現地調査の目的

盛立地対策のうち遮水性地下土留め壁については、大規模地震により地盤が液状化した場合の安定検討が必要

となることから、事前に土質定数等の設計条件を設定しなければならない。このため、設計条件の設定にあたり、

現状の土質や地下水等の状況を詳細に把握するため、土質ボーリング等の現地調査や各種試験を実施する必要が

ある。

遮水性地下土留め壁 上部被覆 擁壁補強

盛立地対策

の概要

大規模地震時には、下層地盤が液状化し、盛

立土の斜面の一部が崩壊する可能性がある

ことから、遮水性地下土留め壁等の設置によ

り盛立土の崩壊を防止する。

盛立土の遮水効果を高

めるため、盛立部上部

を遮水シート等で覆う

等上部被覆をおこな

い、盛立土と外部との

遮断を確実なものとす

る。 

東側擁壁は鉄筋が不

足している可能性が

あること、西側・北側

擁壁は地盤の支持力

が不足している可能

性があることから、隣

接道路の安全を確保

するため、擁壁の補強

を行う。 

技術検討の

検討フロー

現地調査・試験

・土質ボーリング
・地下水位調査
・各種土質試験 等

設計条件の設定

・土質定数の設定
・地下水位の設定
・地耐力の設定 等

今回内容
を協議

遮水性地下土留め壁の

イメージ
上部被覆のイメージ

周辺環境調査 (第１回委員会で調査内容について協議)

大規模地震による液状化時の安定検討

（すべり安定解析、地震応答解析等）

遮水性地下土留め壁、上部被覆等の工法及び構造検討

周辺環境の影響低減策の検討

盛立地対策工法・施工計画の決定

設計条件の設定

・目標とする遮水
性能の設定
・上載荷重 等

既存検討資料

の整理

現状把握
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２）土質ボーリング

・土質ボーリングについては、平成 18 年に実施したボーリング調査結果等も考慮して、調査箇所及び試
験項目を選定する。

調査項目 既存調査 今回調査 備 考

②土質ボーリング ○

１４本

S50 
S51 
H18 

○

８本

・盛立土内 ３本(S51) 
・盛立土法面 ３本(S50,H18) 
・盛立土周囲 １６本(S50,H18、今回)
・支持地盤を把握するため洪積砂礫層が５ｍ

程度確認できるまで掘削（Ｌ＝約 20ｍ）
・NO.8は地下水位調査用として利用

土質ボーリングによる現地試験・室内試験

試験項目 既存調査 今回調査 備 考

④標準貫入試験（現地） ○

H18 
○ ・全ての調査箇所において１ｍ毎に実施

（サンプリング箇所を除く） 
⑤現場透水試験（現地） ○ ・洪積砂礫層中の透水性及び水頭を把握

・H18調査では水頭測定のみ実施
⑥流向・流速測定（現地） ○ ・洪積砂礫層中、砂層中の地下水の流向流速

を把握

⑦ＰＳ検層（現地） ○ ・１ｍ毎のＰ波速度、Ｓ波速度を測定

⑨物理試験（室内） ○ ○ ・各地層の物理的特性(密度,含水比,粒度,液
性・塑性限界,単位体積重量測定)を把握

⑩一軸圧縮試験（室内） ○

Ｈ18 
○ ・沖積粘土層の一軸圧縮強度を把握

⑪振動三軸試験（室内） ○ ・沖積砂層の液状化強度を把握

⑫透水試験（室内） ○ ・沖積砂層の透水性を把握

⑬塩化物含有量試験（室内） ○ ・各地層の塩化物含有量を把握

■土質ボーリング位置

● 既存調査

Ｓ50：高砂西港浚渫第 2期工事土質調査
Ｓ51：高砂西港汚泥浚渫工事 盛立地土質調査
Ｈ18：高砂西港盛立地のＰＣＢ汚染土に係る技術検討専門委員会に係る調査
● 今回調査（NO.8は地下水位調査用）

●S50-2●S50-1

●S50-4

●S51-3
●S51-2

●S51-1

●H18-1 ●H18-2

●H18-3

●H18-4●H18-5

●H18-6

●H18-7 ●H18-8

●NO.1●NO.2●NO.3

●NO.4

●NO.5 ●NO.6 ●NO.7

●NO.8
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３）地下水位調査

・地下水については、土質ボーリングによる水頭測定や透水試験とともに、観測井戸による継続的な地下

水位の変動を調査し、盛立地周辺の地下水の挙動を把握する。

調査・試験項目 既存調査 今回調査 備 考

③-1 観測井戸設置 ○

５箇所

○

１箇所

・盛立地南側にボーリング調査孔を利用して

観測井戸を設置。

・その他は地下水調査(ＰＣＢ)を行うために、
企業等が設置している既存の井戸を利用。

③-2 地下水位調査 ○

６箇所

・地下水位変動と潮位や雨水、季節変化との

関係をモニタリング調査する。

■調査位置

■調査内容

調査内容 概 要

潮位変動調査 ・大潮時（晴れ）に干潮から満潮にかけて２時間毎に計測

降雨変動調査 ・雨天時に計測

季節変動調査 ・夏季、秋季、冬季、春季に各１回計測

（Ｆ地点は、夏季を除く） 

● 既存井戸（ＰＣＢ継続調査を実施している既存の観測井戸を活用）

● 今回設置井戸（ボーリングNO.8を利用）

●Ｂ

●Ｆ

（ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ NO.8）

●Ｃ

●Ａ

●Ｄ

●Ｅ
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第３回高砂西港再整備技術専門委員会

開催日時：平成 22 年 2 月 3 日(水) 15:00～16:30

場 所：加古川商工会議所１階ホール

出席委員：５名

藤田 正憲 高知工業高等専門学校長（環境工学・リスク管理）【委員長】

北村 泰寿 神戸大学名誉教授（環境振動工学）

常田 賢一 大阪大学大学院工学研究科教授（地盤工学）

道奥 康治 神戸大学工学部教授（水工水理学、環境水理学）

川井 浩史 神戸大学自然科学系先端融合研究環内海域環境教育研究センター長・教授（海洋生物）

（欠席）出口 一郎 大阪大学大学院工学研究科教授（海岸工学）

傍 聴 者：６名

会議次第

１ 開 会

２ 報告事項

高砂西港底質ＰＣＢ調査結果について

３ 協議事項

３－１ 周辺環境の現況調査について

３－２ 高砂西港再整備に伴う環境影響について

３－３ 盛立地対策の現地調査状況について

３－４ その他

４ 閉 会

第３回委員会の状況
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協議内容（抜粋）

１ 周辺環境の現況調査について（調査結果については参考資料１を参照）

１）現況調査の進捗状況について

現地調査の進捗状況は、下表のとおり。夏季・秋季・冬季調査が実施済みとなっている。

（青字部分の調査結果については第２回技術専門委員会で報告済み。緑色部分は分析中）

県、高砂市、企業による継続調査の実施状況は、下表のとおり。夏季・秋季・冬季調査が実施済みとなっている。

調査時期

現地調査項目
夏 秋 冬 春 備考

大気（硫黄酸化物、窒素酸化物、浮遊

粒子状物質、降下ばいじん、PCB 等）

11 月 30日～

12 月 28 日

実施

年間の変動を把

握するため秋春

に実施

騒音（環境騒音、道路交通騒音）

10 月 27日

11月 30日

実施

気象的に安定し

ている秋に実施

振動(環境振動、道路交通振動）

10 月 27日

11月 30日

実施

騒音測定に合わ

せ秋に実施

交通量
10 月 27日

実施

年間のうち交通

量の変動の少な

い秋に実施

水象（潮流）

７月 31 日～

８月 17 日

実施

10月 14日～

10 月 30 日

実施

潮位差の大きい

秋及び潮位差の

少ない夏に実施

海域（一般項目、生活環境項目）
７月 16 日

実施

10 月 15 日

実施

12月 22日

実施

季節変動がある

ため四季実施
水

質
海域（健康項目）

10 月 15 日

実施

季節変動が少な

い項目のため秋

に実施

底質（水底土砂判定基準対象物質）
10 月 29 日

実施

季節変動が少な

い項目のため秋

に実施

水生生物
７月 24 日、

30 日実施

10 月 15 日

10 月 16 日

12 月 21 日

12 月 25 日

実施

1月 20 日

1月 21 日

実施

生物によって生

息時期が異なる

ため適時実施

調査時期

調査項目
夏 秋 冬 春 備考

大気(PCB) ７月 16,23 日実施
10 月 16,23 日

実施

高砂市、企業によ

る継続調査

海域（一般項目等）

６月８日

７月７日

８月 18 日実施

９月４日

10 月５日

11 月 12 日実施

12 月 11 日

１月 12 日

実施

県による継続調査

海水（ＰＣＢ）
７月９日実施 10 月 26 日実施 高砂市による継続

調査

雨水（ＰＣＢ） ７月 13,21 日実施

10 月１日

10 月 16 日

11 月 11 日実施

高砂市、企業によ

る継続調査

水

質

地下水（ＰＣＢ）
７月 13,23,28 日

実施

10 月 16 日

10 月 23 日

実施

高砂市、企業によ

る継続調査

底質（ＰＣＢ）
5 月 19 日

7 月 27 日実施

11 月 25 日

11 月 27 日実施

高砂市による継続

調査、県・市精密

調査
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２ 高砂西港再整備に伴う環境影響について

高砂西港再整備(盛立地対策・港湾整備等)により影響が考えられる環境項目について事前に予測・評価を
行い、必要に応じて有効かつ実質的な環境保全対策を講じながら、周辺環境への影響低減を実現していく必

要がある。

今回は概ね整備内容が明らかになっている港湾整備についての環境影響の予測・評価等を行う。 

１）港湾整備の概要

(1)整備概要

浚 渫 埋 立

整備概要

・浚渫範囲：約３ｈａ

・浚渫土量：約６万ｍ3

(2000DWTの貨物船が入港できる水深(5.5ｍ)まで浚渫）

・浚渫土は、専用埠頭の埋立用材として利用

整備概要（埋立免許取得により最終決定となる）

・埋立面積：約３ha

・埋立土量：約 20万ｍ3

・岸 壁：控え矢板式岸壁(水深－5.5ｍ)L=140ｍ

・沈下対策：表層混合処理工法による地盤改良

公共岸壁（Ｌ＝270ｍ）の構造
（-5.5ｍ対応岸壁として整備済 Ｓ48 年）

浚渫

新設する岸壁及び護岸の構造（控え矢板式）

【取付護岸】

公共岸壁
専用岸壁

工業用地(約３ha）

・専用埠頭(エプロン、荷さば

き用地、野積み場等)
【岸 壁】

延長約 140ｍ

【取付護岸】親水

緑地

埋立範囲
浚渫範囲

(約 3ha)

公共岸壁 L=270m

+0.05

地盤改良

+3.55
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(2)施工手順

① 埋立エリアにおいて、トレミー船により敷砂を実施

（地盤改良時の軟弱土砂の舞い上がりを防止する）

② 鋼矢板をバイブロハンマにて海上打設（専用岸壁等の構築）

③ 表層混合処理工法により地盤改良を実施（沈下対策）

④ 埋立箇所に土砂投入（埋立用材：浚渫土砂、陸上運搬土砂）

※ 工事中の公共岸壁利用検討によっては②、③の順序が逆となる場合がある。

２）環境影響評価項目

整備事業の実施区分及び工事車両等運行経路の設定を基に、港湾整備で想定される土地改変や浚渫・工

事用重機の稼働や車両などから環境影響要因を整理した。

これらの環境影響要因から以下の環境影響評価項目ごとに必要とする現況調査項目を選定し、調査を実

施している。

行為・要因と環境影響評価項目との関連

影響評価項目

行為・要因

大
気
質

水

質

騒

音

振

動

水
生
生
物

工事の実施

（岸壁・埋立工事）

○

(分析中)

○

（分析中）

○

（実施済）

○

（実施済）

○

(１部実施済)

土地又は工作物の存在

（埋立地の存在）

－ ○

（分析中）
－ －

○

（分析中）

▽

鋼矢板

クレーン付台船

（バイブロハンマ装着）

① 敷砂(埋立範囲) ② 鋼矢板打設（専用岸壁等の構築）

③ 地盤改良（埋立範囲） ④ 浚渫、埋立

敷砂

浚渫イメージ

現 地 盤

敷 砂

表層混合処理機



- 18 - 

３）予測及び評価

1 騒音

(1)予測地点

(2)予測手法

道路交通騒音

の予測地点

建設作業騒音の
予測地点

市道 沖浜・荒井幹線

（４車線）

市道 宮前準幹線道路

（２車線）

予測対象時期 予測地点 予測方法

工事最盛期
工場の敷地境界
（民家側）１地点

「建設工事騒音の予測法
“ASJ CN-Model 2007”」
（（社）日本音響学会、2008
年４月）にて予測

・大部分の地域住民が日常生活
において支障がないこと（以
下の“騒音規制法”及び“環
境の保全と創造に関する条例”
に基づく特定建設作業に伴っ
て発生する騒音の規制に関す
る基準を環境保全目標値とし、
予測結果と照らし合わせ評価）

・実行可能な範囲内で可能な限
り環境保全措置を講じること
により、影響の低減に努める
こと

建設作業騒音

予測・評価項目
予測手法

環境保全目標

予測地点：敷地境界
（民家側）

目標値：85dB（ＬA5）以下
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・予測対象時期等

①建設作業騒音 → 複数の工種が同時並行で進む時期

（コンクリート打設、埋立（盛土）、クレーン基礎工事、浚渫工事）

②道路交通騒音 → 埋立土砂運搬車両等の走行時

予測車両台数 ： 最大発生台数：往復 126 台/日、走行時間：8時～12 時、13時～18 時

市道沖浜・荒井幹線

工事中の埋立土砂運搬車両（計画最大の往復 126 台／日）

通勤車両（往復 60台/日）

市道宮前準幹線道路

工事中の埋立土砂運搬車両（計画最大の往復 126 台／日）

(3)予測結果

①建設作業騒音

敷地境界（民家側）における建設作業騒音の予測結果は 80dB である。

建設作業騒音の予測結果（ＬA5）

予測地点 予測結果 規制基準

敷地境界 80dB 85dB 以下

予測対象時期 予測地点 予測方法

工事最盛期

工事中の埋立土砂
運搬車両の主要な
アクセスルートと
なる市道宮前準幹
線道路の１地点及
び市道沖浜・荒井
幹線の１地点（民
家側の道路端）

「道路交通騒音の予測モデル
“ASJ Model 2008”」（日本
音響学会、2009年４月）にて
予測

・環境基本法に定められた環境
基準の達成と維持に支障がな
いこと（以下の環境基準を環
境保全目標値とし、予測結果
と照らし合わせ評価）

・実行可能な範囲内で可能な限
り環境保全措置を講じること
により、影響の低減に努める
こと

道路交通騒音

予測・評価項目
予測手法

環境保全目標

予測地点：市道沖浜・荒井幹線
道路端(４車線）

地域区分：幹線交通を担う道
路に近接する空間

目標値：70dB（ＬAeq）以下

予測地点：市道宮前準幹線道路
道路端（２車線）

地域区分：Ｃ地域のうち車線
を有する道路に面
する地域

目標値：65dB（ＬAeq）以下
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②道路交通騒音

市道沖浜・荒井幹線における予測結果は、現況値と同じ 58dB であり、市道宮前準幹線道路の予測結果

は、現況値と同じ 66dB である。

道路交通騒音の現況と予測結果（ＬAeq）

予測地点 時間帯
現地調査結果

（現況）
予測結果 環境基準

市道沖浜・荒井幹線

（道路端）
昼間 58dB 58dB 70dB

市道宮前準幹線道路

（道路端）
昼間 66dB 66dB 65dB

(4)評 価

①建設作業騒音

敷地境界（民家側）における建設作業騒音の予測結果は 80dB であり環境保全目標値（規制基準値 85dB）

を下回っている。

工事の実施においては、出来る限り低騒音型の機械を採用し、建設機械の過負荷運転や空ふかしの防

止等の指導を徹底することにより、建設作業による周辺環境への影響の低減に努める。

以上のことから、環境保全目標を満足するものと考えられる。

②道路交通騒音

市道沖浜・荒井幹線における工事中の埋立土砂運搬車両及び通勤車両の走行による寄与は非常に小さ

く、予測結果は現況値と同じ 58dB であり、環境保全目標値（環境基準値 70dB）を下回っている。

また、市道宮前準幹線道路においては、現況値が環境保全目標値を超過していたため、現況値を超過

しないかどうかについて予測した結果、埋立土砂運搬車両の走行による寄与が非常に小さく、現況値と

同じ 66dB である。

工事車両の運搬経路は市道沖浜・荒井幹線と市道宮前準幹線道路の走行を計画しており、工事車両の

分散化を図ることにより、周辺環境への影響の低減に努める。

更に、工事管理者及び車両の使用者に対し、車両の適正な整備・点検、指定走行ルートの遵守、過積載の

防止、空ふかしの防止など、適正な運転の実施を指導し、走行車両による周辺環境への影響の低減に努める。

以上のことから、市道沖浜・荒井幹線においては環境保全目標を満足するものと考えられ、市道宮前準

幹線道路においては現況値が基準又は目標を超過しているが、工事関連車両の運行に係る騒音は、現況

値を増加させないレベルまで低減していると評価する。
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２ 振動

(1)予測地点

(2)予測手法

道路交通振動

の予測地点

建設作業振動の
予測地点

市道 沖浜・荒井幹線

（４車線）

市道 宮前準幹線道路

（２車線）

予測対象時期 予測地点 予測方法

工事最盛期
工場の敷地境界
（民家側）１地点

「面整備事業環境影響評価マ
ニュアルⅡ」（建設省、平成
11年）に準拠して予測

・大部分の地域住民が日常生活
において支障がないこと（以下
の“振動規制法”及び“環境の
保全と創造に関する条例”に基
づく特定建設作業に伴って発生
する騒音の規制に関する基準
を環境保全目標値とし、予測結
果と照らし合わせ評価）

・実行可能な範囲内で可能な限
り環境保全措置を講じること
により、影響の低減に努める
こと

工事最盛期

工事中の埋立土砂
運搬車両の主要な
アクセスルートと
なる市道宮前準幹
線道路の１地点及
び市道沖浜・荒井
幹線の１地点（民
家側の道路端）

「道路環境影響評価の技術手
法」（（財）道路環境研究
所、平成19年）に準拠して予
測

・大部分の地域住民が日常生活
において支障がないこと（以
下の“振動規制法”に基づく
道路交通振動に係る要請限度
（第1種区域）を環境保全目
標値とし、予測結果と照らし
合わせ評価）

・実行可能な範囲内で可能な限
り環境保全措置を講じること
により、影響の低減に努める
こと

環境保全目標

建設作業振動

道路交通振動

予測・評価項目
予測手法

予測地点：敷地境界
（民家側）

目標値：75dB以下

予測地点：市道沖浜・荒井幹線
道路端（民家側）

目標値：65dB以下

予測地点：市道宮前準幹線道路
道路端（民家側）

目標値：70dB以下



- 22 - 

・予測対象時期

①建設作業振動 → 埋立に伴う振動ローラ作業時（振動レベル 90dB）

②道路交通振動 → 埋立土砂運搬車両等の走行時

最大発生台数：往復 126 台/日

走行時間：8時～12 時、13 時～18 時

予測車両台数 ： 最大発生台数：往復 126 台/日、走行時間：8時～12 時、13時～18 時

市道沖浜・荒井幹線

工事中の埋立土砂運搬車両（計画最大の往復 126 台／日）

通勤車両（往復 60台/日）

市道宮前準幹線道路

工事中の埋立土砂運搬車両（計画最大の往復 126 台／日）

(3)予測結果

①建設作業振動

敷地境界（民家側）における建設作業振動の予測結果は 44dB である。

建設作業振動の予測結果（時間別最大値：L10）

予測地点 予測結果 規制基準

敷地境界 44dB 75dB 以下

主要な陸上建設機械のうち最も振動レベルが大きい振動ローラについて、距離減衰による振動レベル

を予測した結果は以下のとおりであった。

建設機械から 27m 離れた地点で振動規制基準値を下回っており、予測地点は敷地境界から 98m 離れて

いることから、敷地境界における予測結果は 44dB である。

30

40

50

60

70

80

90

100

1 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

建設機械からの距離（ｍ）

振
動
レ
ベ
ル
（
dB
）

建設機械の振動レベル

振動規制基準値
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②道路交通振動

市道沖浜・荒井幹線における予測結果は、現況値と同じ 47dB であり、市道宮前準幹線道路の予測結果

は 47dB である。

道路交通振動の予測結果（時間別最大値：L10）

予測地点
現地調査結果

（現況）
予測結果 要請限度

市道沖浜・荒井幹線

（道路端）
47dB 47dB 65dB 以下

市道宮前準幹線道路

（道路端）
46dB 47dB 70dB 以下

(4)評 価

①建設作業振動

敷地境界（民家側）における建設作業振動の予測結果は 44dB であり環境保全目標値（規制基準値 75dB）

を下回っている。

建設機械から 27m 離れた地点で振動規制基準値を下回っており、予測地点は敷地境界から 98m 離れて

いることから、建設作業振動の影響はほとんどないと考えられる。

工事の実施においては、出来る限り低振動型の機械を採用し、建設機械の適正な整備・点検の実施等

の指導を徹底することにより、建設作業による周辺環境への影響の低減に努める。

以上のことから、環境保全目標を満足するものと考えられる。

②道路交通振動

市道沖浜・荒井幹線における工事中の埋立土砂運搬車両及び通勤車両の走行による寄与は非常に小さ

く、事業関連車両を含めた振動レベルは現況値と同じ 47dB であり、環境保全目標値（要請限度値 65dB）

を下回っている。

また、市道宮前準幹線道路においても工事中の土砂運搬車両の走行による寄与は 1dB と小さく、事業

関連車両を含めた振動レベルは 47dB であり、環境保全目標値（要請限度値 70dB）を下回っている。

なお、工事車両の運搬経路は市道沖浜・荒井幹線と市道宮前準幹線道路の走行を計画しており、工事

車両の分散化を図ることにより、周辺環境への影響の低減に努める。

更に、工事管理者及び車両の使用者に対し、車両の適正な整備・点検、指定走行ルートの遵守、過積載の

防止など、適正な運転の実施を指導し、走行車両による周辺環境への影響の低減に努める。

以上のことから、環境保全目標を満足するものと考えられる。
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３ 水生生物

(1)予測範囲

(2)予測手法

(3)予測結果

現地調査により確認された水生生物の大半が、沿岸域で普通に生息・生育する種である。

港湾整備の実施や供用後の埋立地の存在が水生生物に与える影響としては、「①濁り等の水質の変化、②

生息域の消失による影響」が考えられる。

①濁り等、水質の変化による影響

これらの影響については、「２ 水質」の予測結果を踏まえ予測する。

②生息域の消失による影響

港湾整備の実施や供用後の埋立地の存在により、水生生物の生育・生息域である海域の一部が消失す

ることとなるが、高砂西港内においては、消失する海域以外にもアマモの密生場所や貴重な種である水

生生物の生育・生息場所が確認（次ページの工事実施区域とアマモの密生場所等の確認場所との関係図

参照）されており、これらの生育・生息場所を極力保全していくことから影響は小さいものと考えられ

る。

予測対象時期 予測範囲 予測方法

工事最盛期
及び供用後

計画地及びその周
辺海域

事業計画、水質の予測結果に
基づき定性的に予測

・周辺海域の水生生物の生育、
生息環境並びに生物多様性に
著しい影響を及ぼさないこと
・実行可能な範囲内で可能な限
り環境保全措置を講じること
により、影響の低減に努める
こと

水生生物

予測・評価項目
予測手法

環境保全目標

水生生物予測範囲
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また、漁業環境への配慮より、計画埋立地の南側の護岸沿いに巨石を設置する計画であり、供用後は

新たに水生生物の生息・生育場が出現することとなるため、藻類や稚仔魚が生育・生息するものと考え

られる。

工事実施区域とアマモの密生場所等の確認場所との関係

工事実施区域と貴重種等の確認場所との関係

巨石設置計画案

(4)評価

「①濁り等、水質の変化による影響」の予測結果と併せて評価する。

凡例

ホソアヤギヌ

ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ

キセワタガイ

アラムシロガイ

ﾏﾙｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ 

コケゴカイ

スナイソゴカイ

アマモの密生場所

計画平面図

計画箇所

計画横断図

事 例
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３ 盛立地対策の現地調査状況について

１）調査工程

11 月 12 月 1 月 2 月

２）調査状況

(1)土質ボーリング ８箇所

現地調査項目 ・標準貫入試験(NO.1～8)1ｍ毎

・現場透水試験(NO.1,3,4,5,7)砂礫層

・流向・流速測定(NO.1,4)砂層、砂礫層

流向・流速測定(NO.3,5,7)砂礫層

・ＰＳ検層(NO.2,6)１ｍ毎

室内試験項目 ・物理試験(NO.1～8)

・一軸圧縮試験(NO.1,3,4,5,7)粘土層

・振動三軸試験(NO.2,5,6,7)砂層

・透水試験(NO.2,5,6,7)砂層

・塩化物含有量試験(NO.1～7)

調査結果の概要

・土質状況は、地表より、概ね 砂利等の盛土層、砂質土層(約 6m 程度)、粘性土層(約 2ｍ程度)、砂礫層

の構成となっており、場所によって層厚が多少増減するが、ほぼ水平に連続した地層構成となっている。

・流向・流速については、流向は概ね海方向へ流れており、流速は砂質層で 3.1～5.2×10-5(cm/s)、砂礫

層で 2.9～11×10-3(cm/s)となっている。

・今後、実施・分析中の試験結果を踏まえて土質定数等を設定していく。
TP (ｍ) 2 1 0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 -10 -11 -12 -13 -15 -16

NO.1
NO.2
NO.3
NO.4
NO.5
NO.6
NO.7

砂利等 砂質土等 粘性土等 砂礫等

●NO.1●NO.2●NO.3

●NO.4

●NO.5 ●NO.6 ●NO.7

●NO.8

土質ボーリング調査位置図
※NO.8 は地下水位調査用

土質ボーリング（12/1～12/22）

地下水位調査(11/30,12/11,12/17)

地耐力調査(12/14～12/18)

室内試験(12/10～2 月中旬)

仮囲い(防音ｼｰﾄ)（NO.5）土質ボーリング状況（NO.1） 試料採取（NO.2） 流向・流速試験（NO.7）

地下水位連続調査(2/1～3 週間)

流向
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(2)地下水位調査 ６箇所

地下水位・電気伝導率調査

大潮時（11 月 30 日、12 月 17 日）

降雨時（12 月 11 日）

連続調査（2月 1日～3週間）

調査結果の概要

・地下水位は、概ね TP+1.0ｍ前後で推移しており、降雨の影響は若干見られるものの、潮位の影響はほとん

ど見られない。

・今後、地下水位連続調査(2/1 から３週間程度)の結果等を踏まえて、地下水位の条件設定をおこなう。

地点

11 月 30 日(10:00～18:00)
高砂潮位 TP+0.26～0.77ｍ

12 月 11 日(7:00～15:00)
高砂潮位 TP+0.35～0.61ｍ
調査日の累計雨量 39.5mm

12 月 17 日(12:00～20:00)
高砂潮位 TP+0.34～0.83ｍ
(電気伝導率は 12/21 に測定)

調査地点
の地盤高

Ａ TP+0.891～0.895ｍ TP+0.853～0.909ｍ（59.0） TP+0.891～0.893ｍ（59.8） TP+2.558

Ｂ TP+0.859～0.869ｍ TP+0.955～0.995ｍ（ 9.2） TP+0.827～0.829ｍ（ 9.9） TP+2.401

Ｃ TP+0.980～0.982ｍ TP+0.932～0.940ｍ（434.0） TP+0.956～0.958ｍ（461.0） TP+1.962

Ｄ TP+1.140～1.160ｍ TP+1.148～1.192ｍ（96.0） TP+1.132～1.142ｍ（115.4） TP+2.092

Ｅ TP+0.923～0.935ｍ TP+1.043～1.135ｍ（22.4） TP+0.925～0.945ｍ（27.2） TP+1.750

Ｆ － － TP+1.313～1.321ｍ（1174.1） TP+4.674

（ ）書きは、電気伝導率（mS/ｍ）

(3)常田委員視察状況（１２月１６日）

・現地調査（①現場透水試験（NO.3）、②流向・流速試験（No.１）、③地下水位（Ｅ地点）、④ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞｺｱ

（NO.8））の状況について、常田委員に現地で確認いただいた。

・視察の結果、NO.１の地点（砂層）では、あまり地下水の動きが無いこと等について確認いただいた。

・また、地下水位について、Ｄ地点のみ高い水位になっていることについて意見をいただきました。今後、

３週間の連続調査を実施することにより、地下水位の状況について、より詳細に把握することとした。

３－３－３ 今後の予定

調査状況（Ａ地点）

Ｅ地点の地下水位について確認いただいた。

水位は TP+1.00m(GL-0.75m)であった。

※同時刻の潮位 TP+0.80ｍ

土質ボーリング NO.1 地点で砂層（ＧＬ-6m付近）の

流向・流速測定状況を確認いただいた。

測定結果として、ほとんど地下水の流れは見られ

なかった。

土質ボーリング NO.8 のコア状況

を確認いただいた。

●Ｂ

●Ｆ

ﾞ

●Ｃ

●Ａ

●Ｄ

●Ｅ

Ｆはボーリング NO.8 を利用

地下水位調査位置図
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委員から頂いた主な意見と対応状況について（第１回委員会から第３回委員会まで）

委員からの主な意見 対 応 実施結果等

①港湾内の水質を評価するために、高砂西港内に流入する雨水等の状況を調査すること。

また、雨水等の影響を見るうえで水質調査時に電気伝導率も測定すること。 ［第１回委員会］

②淡水は、塩水より軽く、密度流という形で表層を上滑りするような流れ方をするため、表層だ

けでなく、中底層についても電気伝導率を測定すること。 ［第２回委員会］

③雨水の影響を見るために、降雨時の塩分濃度も測定すること。

［第２回委員会］

・港内に流入する雨水等の状況を調査する。【実施済：下記参照】

沖浜ポンプ場（雨水） 最大 35,280ｍ3/時

周辺工場（排水） 最大 119,057ｍ3/日 等

・各層での電気伝導率を測定する。 【実施済：右表①】

・降雨時での塩分濃度を測定する。 【実施済：右表②】

④排水の温度についても調査すること。

［第２回委員会］

・年に０～２回、蒸気タービン実負荷試験の際に、温排水を放流

しているが、通常時の温排水の発生はない。

⑤騒音、振動調査の調査地点、評価方法について整理すること。

［第１回委員会］

・調査地点①～③の日中の環境騒音、環境振動の調査については、

基礎データとして調査を行なう。また、盛立地対策にかかる環

境影響と合わせて、評価方法を検討する。

⑥調査結果や基準値の表示の仕方を統一し、数字がひとり歩きしてしまわないよう、意味のある

表記とすること。 ［第２回委員会］

・調査結果については、評価基準等を明記して記載する。

環境調査

について

⑦ｐＨについて環境基準の範囲を僅かに外れているが、気にするほどの値ではない。クロロフィル

ａの調査結果がないのでわからないが、通常、夏であれば炭酸同化作用でｐＨが上がることがよ

くある。そのあたりとの関係で考察すればごく自然の現象である。 ［第３回委員会］

・県の継続調査のため、クロロフィル aを測定する月ではなかっ

たが、ＤＯ（溶存酸素）が 4.3 となっており、植物プランクト

ンによる影響と推定できる。

①これまでの概略検討では、液状化判定などは簡易判定であったため、詳細判定として、実際ど

の程度、液状化するのかを調べるために、しっかりとした調査や試験を行うこと。

［第１回委員会］

②地盤の液状化、特に砂の地盤の強度については、振動三軸試験により求められるため、前回の簡

易判定よりは、よりこの現場に即した評価ができる。 ［第２回委員会］

・液状化の詳細判定に必要とする土質定数等を求めるために、現

地調査において、新たに実施する土質ボーリングから得られた

試料をもとに、振動三軸試験を実施する。 【実施中】

③盛立地の盛土で高いところとか、斜面部であるとか、斜面の法尻であるとか、上載荷重によっ

て地盤の拘束条件が異なるため、その現地条件に沿った強度が得られるような形で振動三軸試

験の実験条件を設定すること。 ［第２回委員会］

・盛立地の天端、法面、法尻に相当する拘束圧をかけて、振動三

軸試験を実施する。 【実施中】

④地下水について、土留め壁で締め切ってしまうことによる弊害がないか、また、液状化を検討

する場合、地下水位や流れの状況が重要となるため、盛立地周辺の地下水の状況を調査するこ

と。 ［第１回委員会］

⑤地下水位調査については、相対比較ができるよう、ばらばらに調査するのではなく、同一時間

で行うとか、データを有効に使えるようにすること。 ［第２回委員会］

・地下水位については、既存の観測井(5 箇所)や新たに実施する

ボーリング孔(1 箇所)を用いて、盛立地周辺(計 6 箇所)で、潮

位、降雨、季節変動時に地下水位調査を実施する。また、3 週

間連続で地下水位調査を実施する。 【実施中】

・地下水の流れの状況については、新たに実施するボーリング孔

を用いて流向、流速調査を実施する。 【実施中】

盛立地対策

について

⑥地盤振動については、今後の検討において、地表部分の情報が重要となるため、地盤情報をしっ

かりと整理すること。 ［第３回委員会］

・振動等の環境影響の検討の際には、土質ボーリング調査の結果

など、地盤情報を整理する。

①降雨の際には、沖浜ポンプ場からの影響が大きいため、埋立により、排水(工場・雨水排水)が

一箇所から流入することによる水質への影響について検討すること。 ［第２回委員会］

・港湾整備前後における塩分濃度変化など、淡水流入による影響

を検討する。 【実施済：右図①】

②港湾整備前後において、波浪（反射波）の影響を検討すること。 ［第１回委員会］ ・波浪変形解析プログラムを用いて検討する。

【実施済：右図②】

③水質について、工事最盛期の濁りの発生量は、現実の工事のやり方や地形条件を加味して予測

すること。また、供用後の水質予測において、水温やＤＯ及び栄養塩など、底質からの溶出に

ついても条件に入れること。 ［第３回委員会］

・実際の工事のやり方や地形条件を条件に入れて予測する。

・水温やＤＯ、底質からの溶出も条件に入れて予測する。

【実施中】

④浚渫等による地形の変化を踏まえた東側の浅場の保全について検討すること。［第３回委員会］ ・深浅測量の結果等を踏まえた、浚渫範囲を把握したうえで、東

側の浅場の保全について検討する。 【実施中】

⑤ホソアヤギヌは、汽水域に生息する海藻であり、少し他の海藻とは違う性質を持っているため、

水質の予測評価においては、塩分も考慮すること。 ［第３回委員会］

・塩分の影響も踏まえて、予測評価する。 【実施中】

⑥巨石設置にあたっては、航路に面しているため、航行船舶の安全確保の観点から、波浪等により

巨石が移動しないかどうか、その重量、配置を検討すること。 ［第３回委員会］

・巨石設置にあたっては、実施段階において、重量・配置等の検

討を行い、航行船舶の安全を確保する。

港湾整備

について

⑦道路交通騒音について、工事車両をどのような条件で予測しているのか。

［第３回委員会］

・最大の工事車両が通行した条件としている。

表①［第３回委員会資料］

電気伝導率測定結果 （単位：ｍS/ｍ(25℃)）

地点 測定日 表 層 中 層 底 層

10/15 3,600 4,000 4,000①

12/22 3,400 4,000 4,000

10/15 3,700 3,800 3,900②

12/22 3,800 4,000 4,000

10/5 4,000 4,100 ―

11/12 4,000 4,200 ―

12/11 4,000 4,200 ―
③

1/12 3,900 4,000 ―

表②［第３回委員会資料］

塩分濃度測定結果
天候及び降雨量 ① ② ③

11/16 曇り 26.7 30.0 28.8

11/17 雨（総降雨量19.5mm） 30.6 31.1 31.0

11/18 晴れ 30.5 31.1 31.0

11/26 晴れ 31.0 31.5 30.0

12/11 雨のち曇

（総降雨量 28.0mm）

31.4 30.4 31.3

図①［第３回委員会資料］

塩分濃度（港湾整備後の変化分布）

波浪による影響予測（現況と港湾整備後）

現 況 整備後

図②［第３回委員会資料］
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